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１ 研究の背景と目的 
高層マンションの景観破壊に関する訴訟や、景観法の

施行等、景観に対する社会的な関心が非常に高くなって

来ており、今後自治体、住民による良好な景観形成のた

めの取り組みがより積極的に行われる事になると思われ

る。しかし、景観整備において全体を一括して整備を行

うのは困難であるため、最小の操作で最大の効果が得ら

れるような手法が望まれる。本研究では、街路の景観の

性質に大きく影響を与えると考えられるアイストップ

（以下 E.S）に着目した。既存の街区を対象として、街区

内において E.S 位置に存在する建物を整備する場合と、

しない場合の街区全体の印象評価の違いを調査・研究す

ることにより、より効率的な景観整備手法の開発の為の

基礎的知見を得る事を目的とする。 

２ 研究の方法 

本研究では、街路パターンにより、E.S となる箇所が多

く、また、整備という観点から人通りを考慮して対象地

域の選定を行った。大分市府内町の府内五番街とぶんぶ

ん通りの一部を含む約 150m 四方にある 2 街区を対象とす

る（図１）。次に整備対象に E.S となる建物を含む場合

と含まない場合とで、整備割合を変化させた評価モデル

を作成し、評価実験のＶＲシステムを構築する。そして、

マグニチュード推定法による評価実験を実施する。得ら

れたデータを基に、整備対象に E.S が含まれるか否かの

「位置」と、「整備割合」がどのように街路の印象評価に

影響を与えているか明らかにする。 
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３ 評価モデルについて 
３－１ 評価モデルの概要 
研究対象地の街区内にある全建物の間口幅の合計を

100％として、整備対象とする建物の間口幅の割合を 20％、

40％、60％、80％と設定する（以下「20％」、「40％」、

「60％」、「80％」）。それぞれについて E.S を含む場合と

含まない場合のモデルを作成する。更に、E.S 位置にアー

トオブジェクト（ここでは彫刻）を設置したパターン、

E.S の位置以外の街路沿いにアートオブジェクトを設置し

たパターンの２つを加えた、計 10 パターンを評価モデル

とする。 

３－２ 個別の建物の整備方法 
研究対象地付近で雰囲気が良いまたは街の雰囲気に合

っていると感じられるオブジェクトや建物の写真を撮影

してもらうサンプリング調査を行い（建築系学生 16 名に

よる）、撮影された写真を基に整備方法及び使用テクスチ

ャーを決定する。 

調査により得られたデータは、建物要素、自然要素、

ストリートファニチャー等の単独要素の３つに大きく分

類される。建物要素については、木質や石造、レンガ造

等の自然系外壁仕上げのテクスチャーが多い傾向にある。

このことから、個別の建物間口の整備方法として、サン

プリング画像に多く見られる自然系の壁面に近いテクス

チャーを用いて対象壁面の整備を行う。また、主に街路

から大きくセットバックした対象間口に対しては、植栽

を用いた整備を行う。以下に、主に行った具体的な整備

方法を挙げる（表１）。 
 
 
 
 
 

 
４ 評価実験について 
実験は 10 の評価モデルと、標準となる現状モデルの合

わせて 11 モデルを用いる。表示方法はディスプレイによ

る表示とし、被験者はＰＣのキーボードを操作で評価モ

作成したテクチャーと建物の既存

のテクスチャーを入れ替える。 

変換 覆う 植栽 

ルーバーや、格子等でファサード

において煩雑な部分等を隠す。 

前面に空地を持った建物に対して

樹木等の緑を配置する。 

表１ 具体的な整備方法 

図 1 研究対象地域 
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デル内を自由に移動できる。実験の評価はマグニチュー

ド推定法とし、モデルの提示は標準刺激（現状モデル）

を 4 分間提示した後、評価するモデル（景観整備の修整

が施されたモデル）を続けて４分間提示し、その後にア

ンケート用紙に印象を表す数値を記入させる。『標準モデ

ルの提示→評価モデルの提示→アンケート用紙に記入』

を 1 セットとし、計 10 回行う。本実験の被験者は建築系

学生 20 名である。 
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５ 整備街路モデルの評価 

５－１ 評価実験結果の分析と考察 
評価実験で得た整備割合事の集計結果を図４に示す。 

E.S を整備対象として含むモデル、含まないモデルいず

れも、すべての整備割合に於いて、基準となるモデルよ

り評価が高い。「20％」の場合、E.S を含んで整備された

モデルは含まないモデルよりも評価が高い。しかし、

「40%」になると評価は逆転し E.S を含まないモデルがそ

れを含むモデルよりも高く評価されることがわかる。

「60％」では、「40％」の場合と同様に E.S を含まないモ

デルが E.S を含むモデルより高く評価されているが、評

価値の差は小さくなり、「80％」では、E.S を含むモデル

と含まないモデルの評価の差は殆ど見られない。 

今回の分析では全体として、E.S を含まないモデルの評

価が高いが、これは、被験者が 20 名と少なかったことも

影響していると考えられる。今後は被験者数を増やす等

して、更に整備効果の検証を進める必要がある。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

５－２ 評価要因についての分析と考察 
街区内の印象評価における各水準の影響度について明

らかにするため、分散分析を行う。 

表２より(F(144,3)=11.709,p<0.01)であることから、

街区内の印象評価において、「割合」及び「位置」の要因

が影響を与えていることが明らかになった。 

また、「割合」について見てみると、「20%・40%」と

「60%・80%」の間に有意な差がみられ、且つ「60％」

「80%」の間には有意な差が見られないことから、効率的

な整備を行うには、全間口幅の 60%程度の整備でも景観整

備としてある程度の効果を得る事ができるといえる。 
 
 
表２ 被験者間効果の検定 

 
 
 

従属変数：印象
ソース タイプⅢ平方和 自由度 平均平方 F値　 有意確立

修正モデル 0.6732 7 0.0962 5.3686 0
Intercept 671.7756 1 671.776 37498.22 0
位置 0.0081 1 0.0081 0.4523 0.5023
割合 0.6293 3 0.2098 11.7092 0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 総括 
最後に本研究で得られた結果をまとめる。 
(1) 街区内の印象評価において、街区内の整備割合が大

きくなるほど、人の街区に対する印象評価は上がる

傾向があることを定量的に明らかにすることが出来

た。 

(2) 効率的に景観整備を行う場合には、全間口の 60%程

度の整備で十分な景観整備としての効果を得られる

ことが明らかになった。 
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位置 * 割合 0.0358 3 0.0119 0.6668 0.5738
誤差 2.5797 144 0.0179
総和 675.0286 152
修正総和 3.253 151

R2乗 = .207（調整済みR2乗 = .168) F値　2.129
有意確立0.041ｄ＞0.01

図３ 実験画面（景観整備モデル） 図２ 実験画面（標準モデル） 

表３ 「割合」要因についての更なる検定 
等質サブグループのグループ平均はタ
イプⅢ平方和に基づき表示されます。
誤差項は平均平方（誤差）=1.791E-02
です。 
 
a   調和平均サンプルサイズ=38.000
を使用します。 

b アルファ=.05 

Tukey　B
N 　　　サブグループ

割合 1 2
20 38 2.028
40 38 2.0496
60 38 2.1554
80 38 2.1761
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図４ 評価実験平均値 
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